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相田３号砂防えん堤（広島市安佐南区相田地区：平成19年5月完成）

海田ヶ原砂防えん堤（広島市安佐南区相田地区：平成18年8月完成） 　赤土地１号砂防えん堤（広島市佐伯区：平成20年9月完成）

雨量観測施設（広島市安佐南区相田地区）

地域住民との植樹の様子（平成17年3月　大竹市湯舟地区）

渓流点検（大竹市：地域住民との連携）

　広島西部山系管内には、中国地方を東西に結ぶ主要交通網が横断してい
るため、災害が発生した場合に、その影響が広域にわたること、宅地開発
により砂防施設の設置にあたり、その位置が制限されること、団地等の一
連の保全対象に複数の危険渓流のはん濫区域が重複しているため、集中的
な投資により効率的な施設整備が必要なことから、直轄砂防事業を実施し
ています。
　ハード対策においては、地元の皆さんの声を取り入れ、地域に親しまれ
るとともに、環境面にも配慮した土砂災害防止施設の重点的・効率的な整
備を推進しています。
　また、ソフト対策では、広島県や関係市と連携を図りながら、避難訓練
等防災活動の支援や、小学校への出前講座等防災意識の向上に向けた取り
組みを積極的に進めています。


